
安全上のご注意
(ご使用前に必ずお読みください)
本製品のご使用に際しては，本マニュアルおよび本マニュアルで紹介している関連
マニュアルをよくお読みいただくと共に，安全に対して十分に注意を払って，正し
い取扱いをしていただくようお願いいたします。
本マニュアルで示す注意事項は，本製品に関するもののみについて記載したもので
す。シーケンサシステムとしての安全上のご注意に関しては，使用するCPUユニッ
ト，マスタユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。
本製品が指定していない方法で使用された場合，製品の保護性能が損なわれる場合
があります。
この「安全上のご注意」では，安全注意事項のランクを「 警告」，「 注意」
として区分してあります。

なお， 注意に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能性が
あります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。
本マニュアルは必要なときに読めるよう大切に保管すると共に，必ず最終ユーザま
でお届けいただくようお願いいたします。

[設計上の注意事項]

[設計上の注意事項]

形名 FA3-TH1C16XC，FA3-TH1C16Y，FA3-TH1C16YE，FA3-AT1C8X，
FA3-AT1C8Y

50D-FG0369-A(2006)MEE

警告
● データリンクが交信異常になったとき，マスタユニットのデータが保持されま
す。各局のデータリンク状態(SW0080~SW0083)を使って，システムが安全側に
働くようにプログラム上でインタロック回路を構成してください。
誤出力，誤動作により，事故の恐れがあります。

● リモート入出力信号の中で，システムエリアの信号はシステムで使用しているた
めお客様で使用しないでください。また，リモートレジスタの中で，システムエ
リアにデータを書き込まないでください。
万一，システムエリアに対してデータを書き込んだ場合，ユニットとしての機
能は保証できません。

● ユニットの故障によっては，出力が保持されたり，正常な出力が出ない場合があ
ります。重大な事故につながるような出力信号については，外部で監視する回路
を設けてください。

注意
● 保管時は，保存周囲温度/湿度を守り，保管してください。ユニットの誤動作，
故障の原因になります。

● 制御線や通信ケーブルは，主回路や動力線と束線したり，近接したりしないでく
ださい。100mm以上を目安として離してください。ノイズにより，誤動作の原
因になります。
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CC-Link対応
インタフェースユニット
ユーザーズマニュアル
(ハードウェア編)

取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，死亡または
重傷を受ける可能性が想定される場合。

取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，中程度の傷害
や軽傷を受ける可能性が想定される場合および物的損害だけの
発生が想定される場合。

注意

警告
[取付け上の注意事項]

[取付け上の注意事項]

[配線上の注意事項]

[配線上の注意事項]

[立上げ・保守時の注意事項]

[立上げ・保守時の注意事項]

警告
● 取付け作業などは，必ずシステムで使用している外部供給電源を全相遮断してか
ら行ってください。全相遮断しないと，感電または製品の損傷，誤動作の恐れが
あります。

注意
● ユニットは，本マニュアルに記載の一般仕様の環境で使用してください。
一般仕様の範囲以外の環境で使用すると，感電，火災，誤動作，製品の損傷あ
るいは劣化の原因になります。

● ユニットは，DINレールまたは取付けネジにて確実に固定してください。取付け
ネジは規定トルク範囲で確実に締め付けてください。ユニットを確実に固定しな
いと，落下，短絡，誤動作の原因になります。取付けネジを規定トルク範囲以上
に締めすぎると，ネジやユニットの破損による落下，誤動作の原因になります。

● ユニットの導電部分には直接触らないでください。ユニットの誤動作，故障の原
因になります。

● 各接続ケーブルの端子台およびコネクタは装着部に確実に装着してください。接
触不良による誤動作の原因になります。

警告
● 配線作業などは，必ずシステムで使用している外部供給電源を全相遮断してから
行ってください。全相遮断しないと，感電または製品の損傷，誤動作の恐れがあ
ります。

注意
● FG端子は，シーケンサ専用のD種接地(第三種接地)以上で必ず接地を行ってくだ
さい。感電，誤動作の恐れがあります。

● ユニットに接続する通信ケーブルや電源ケーブルは，必ずダクトに納めるか，ま
たはクランプによる固定処理を行ってください。ケーブルをダクトに納めるか，
クランプによる固定処理をしないと，ケーブルのふらつきや移動，不意の引っ張
りによるユニットやケーブルの破損，ケーブルの接触不良による誤動作の原因と
なります。

● ユニットへの配線は，製品の定格電圧や端子配列を確認したうえで正しく行って
ください。仕様を満たさない電源の使用や誤配線は，火災，故障，誤動作の原因
になります。

● ケーブル接続は，接続するインタフェースの種類を確認の上，正しく行ってくだ
さい。異なったインタフェースに接続または誤配線すると，ユニット，外部機器
の故障の原因となります。

● ユニットに接続された通信ケーブルや電源ケーブルを取りはずすときは，ケーブ
ル部分を持って引っ張らないでください。ケーブルを取りはずす場合は，端子台
上の開閉ボタンを確実に押し込んだ状態で取りはずしてください。ユニットに接
続された状態でケーブル部分を引っ張ると，ユニットやケーブルの破損，ケーブ
ルの接続不良による誤動作の原因となります。

● ユニット内に，切粉や配線クズなどの異物が入らないように注意してください。
火災，故障，誤動作の原因になります。

● 制御線や通信ケーブルは，主回路や動力線などと束線したり，近接したりしない
でください。100mm以上を目安として離してください。ノイズにより，誤動作
の原因になります。

● 外部供給電源は，+24Vと24Gの極性を逆に接続しないでください。故障の原因に
なります。

● ユニットは，制御盤内にて，DINレールに設置または取付けネジにて固定した状
態で使用してください。

警告
● 通電中に端子に触れないでください。感電または誤動作の原因になります。
● 清掃およびユニット電源・FG用端子台取付けネジの増し締めは，必ずシステム
で使用している外部供給電源を全相遮断してから行ってください。全相遮断しな
いと，感電またはユニットの故障や誤動作の原因になります。

注意
● ユニットの分解，改造はしないでください。故障，誤動作，ケガ，火災の原因に
なります。

● ユニットの盤への取付け・取外しは，必ずシステムで使用している外部供給電源
を全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと，ユニットの故障や誤動
作の原因になります。

● 端子ネジ，ユニット固定ネジの増し締めは，必ずシステムで使用している外部供
給電源を全相遮断してから規定トルク範囲で確実に行ってください。全相遮断し
ないと，ユニットの故障や誤動作の原因になります。ネジの締付けがゆるいと，
落下，短絡，誤動作の原因になります。ネジを締め過ぎると，ネジやユニットの
破損による落下，短絡，誤動作の原因になります。

● ユニットを落下させるなど，強い衝撃を与えないようにしてください。ユニット
の破損の原因になります。

● ユニットやユニットに接続するケーブルに触れる前には，必ず接地された金属な
どに触れて，人体などに帯電している静電気を放電してください。静電気を放電
しないと，ユニットの故障や誤動作の原因になります。

● 清掃時，シンナー，ベンゼン，アセトン，灯油は使用しないでください。ユニッ
トの破損の原因になります。

● ケースの隙間から水や針金を入れないでください。火災や感電の原因となりま
す。

● 本製品は人体保護用の検出装置としては使用できません。誤出力，誤動作により
事故の恐れがあります。
[立上げ・保守時の注意事項]

[廃棄時の注意事項]

製品の適用について

EMC指令・低電圧指令への対応
三菱電機製シーケンサシステムについて
EMC指令では，”外部に強い電磁波を出さない: エミッション(電磁妨害)”と”外部から
の電磁波の影響を受けない: イミュニティ (電磁感受性)”の双方について規定していま
す。
CC-Link対応インタフェースユニットを使用して構成した機械装置をEMC指令に適合
させる際の注意事項は，CC-Link対応インタフェースユニットユーザーズマニュアル(
詳細編)にまとめていますので参照してください。
なお，記述内容は当社が得ている規制の要求事項や規格をもとに作成した資料です
が，本内容に従って製作された機械装置全体が上記指令に適合することを保証する
ものではありません。
EMC指令への適合方法や適合の判断については，機械装置の製造者自身が最終的に
判断する必要があります。
 EU域内販売責任者
EU域内販売責任者は下記のとおりです。
会社名: MITSUBISHI ELECTRIC EUROPE B.V.
住所: Mitsubishi-Electric-Platz 1, 40882 Ratingen, Germany

低電圧指令適合のための要求
CC-Link対応インタフェースユニットは，内部にDC24V定格以下の回路を使用してい
ますので，低電圧指令の対象範囲外になっています。

注意
● 万一，製品に異常を感じた時には，すぐに使用を中止し，電源を切った上で，当
社支社までご相談ください。そのまま使用すると，故障や誤動作，火災の原因に
なります。

● 化学薬品，油の飛散する場所で使用しないでください。ユニットの故障や誤動
作，火災の原因になります。

● 使用周囲温度，湿度を守り，使用してください。ユニットの故障や誤動作，火災
の原因になります。

● 通電中は，ユニット，デジタル信号変換器(ターミナルユニット)およびアナログ
信号変換器を接続するインタフェースユニット用ケーブルのコネクタ，ユニット
電源・FG用端子台に触らないでください。ケガや人体の静電気によるユニット
の誤動作の原因になります。

● 制御盤内の立ち上げ・保守作業は，感電保護に対して，十分に教育を受けたメン
テナンス作業者がおこなってください。また，メンテナンス作業者以外が制御盤
を操作できないよう制御盤に鍵をかけるようにしてください。

● デジタル信号変換器(ターミナルユニット)またはアナログ信号変換器用コネクタ
の左側には，下記の静電気敏感性シンボルマークを表示しています。このシンボ
ルマークは，ユニットがこのコネクタを介して静電気の影響を受けやすいことを
示しています。このコネクタに触れる前には，必ず接地された金属などに触れ
て，人体などに帯電している静電気を放電してください。静電気を放電しない
と，ユニットの故障や誤動作の原因になります。また通電中は，このコネクタに
触らないでください。ケガや人体の静電気によるユニットの誤動作の原因になり
ます。

注意
● 製品を廃棄するときは，産業廃棄物として扱ってください。

(1) 当社製品をご使用いただくにあたりましては，万一製品に故障・不具合などが発
生した場合でも重大な事故にいたらない用途であること，および故障・不具合発
生時にはバックアップやフェールセーフ機能が機器外部でシステム的に実施され
ていることをご使用の条件とさせていただきます。

(2) 当社製品は，一般工業などへの用途を対象とした汎用品として設計・製作されて
います。したがいまして，以下のような機器・システムなどの特殊用途へのご使
用については，当社製品の適用を除外させていただきます。万一使用された場合
は当社として当社製品の品質，性能，安全に関る一切の責任(債務不履行責任，
瑕疵担保責任，品質保証責任，不法行為責任，製造物責任を含むがそれらに限定
されない)を負わないものとさせていただきます。
・各電力会社殿の原子力発電所およびその他発電所向けなどの公共への影響が大
きい用途
・鉄道各社殿および官公庁殿など，特別な品質保証体制の構築を当社にご要求に
なる用途
・航空宇宙，医療，鉄道，燃焼・燃料装置，乗用移動体，有人搬送装置，娯楽機
械，安全機械など生命，身体，財産に大きな影響が予測される用途
ただし，上記の用途であっても，具体的に使途を限定すること，特別な品質(一
般仕様を超えた品質等)をご要求されないこと等を条件に，当社の判断にて当社
製品の適用可とする場合もございますので，詳細につきましては当社窓口へご相
談ください。
関連マニュアル
下記マニュアルに本製品の詳細を記載しています。
本製品の機能・性能を十分ご理解のうえ，正しくご使用くださるようお願いいたし
ます。
最新のマニュアルは，当社FA関連製品webサイト(MEEFAN)より入手いただけます。

同梱品の確認
開梱後，下記製品が入っていることを確認してください。

一般仕様

*1 その機器が公衆配電網から構内の機械装置にいたるまでの，どこの配電部に接続
されていることを想定しているかを示します。カテゴリは，固定設備から給電
される機器などに適用されます。定格300Vまでの機器の耐サージ電圧は2500Vで
す。

*2 その機器が使用される環境における導電性物質の発生度合を示す指標です。汚染
度2は，非導電性の汚染しか発生しません。ただし，偶発的な凝結によって一時
的な導電が起こりうる環境です。

*3 標高0mの大気圧以上に加圧した環境で使用または保存しないでください。使用
した場合は，誤動作する可能性があります。加圧して使用する場合には，当社の
支社，代理店にご相談ください。

*4 IP20を満たし，かつUL50 type1以上の制御盤内に設置してください。また必要に
応じて，使用する環境条件に適した制御盤を設計してください。

マニュアル名称
[マニュアル番号]

提供形態 価格

CC-Link対応インタフェースユニットユーザーズマニュア
ル(詳細編)
[50D-FG0370]

製本物 3,000円
PDF 

品名 個数
CC-Link対応インタフェースユニット本体 1
ネジ取付け用固定具 2
終端抵抗キット 110，1/2W 2

130，1/2W 2
CC-Link対応インタフェースユニットユーザーズマニュアル(ハードウェア
編)
(本マニュアル)

1

ご使用上の注意(中文) 1

項目 仕様
使用周囲温度 0~55
保存周囲温度 -25~75
使用周囲湿度 5~95%RH，結露なきこと
保存周囲湿度
耐振動  周波数 定加速度 片振幅 掃引回数

断続的な振動が
ある場合

5~8.4Hz  3.5mm X，Y，Z各
方向10回8.4~150Hz 9.8m/ 

連続的な振動が
ある場合

5~8.4Hz  1.75mm 

8.4~150Hz 4.9m/ 

耐衝撃 147m/，XYZ3方向各3回
使用雰囲気 腐食性ガスがないこと
使用標高*3 0~2000m
設置場所 制御盤内*4

オーバーボル
テージカテゴリ*1

以下

汚染度*2 2以下
性能仕様
 FA3-TH1C16XC(デジタル入力ユニット，プラスコモン/マイナスコモン共用タイプ
)

 FA3-TH1C16Y，FA3-TH1C16YE(デジタル出力ユニット，シンクタイプ/ソースタイ
プ)

 FA3-AT1C8X(アナログ入力タイプ)

項目 FA3-TH1C16XC
局種別 リモートI/O局
占有局数 1局32点割付け(16点使用)
入力点数 16点
定格入力電圧 DC24V(許容電圧範囲DC21.6V~26.4V)
絶縁方式 フォトカプラ絶縁
最大同時入力点数 100%同時ON
入力応答時間 OFFON，ONOFFともに1.5ms以下(DC24V時)
入力形式 プラスコモン/マイナスコモン共用タイプ
絶縁耐圧 DC外部端子一括アース間AC500V 1分間
絶縁抵抗 DC外部端子一括アース間DC500V

絶縁抵抗計にて10M以上
ユニット電
源*3

電圧 DC24V(リップル率5%以内)(許容電圧範囲DC20.4V~28.8V)
電流 90mA

質量 160g

項目 FA3-TH1C16Y FA3-TH1C16YE
局種別 リモートI/O局
占有局数 1局32点割付け(16点使用)
出力点数 16点
絶縁方式 フォトカプラ絶縁
定格負荷電圧 DC24V(許容電圧範囲DC21.6V~26.4V)
応答時間 OFFON 0.5ms以下

ONOFF 1.5ms以下
出力形式 シンクタイプ ソースタイプ
絶縁耐圧 DC外部端子一括アース間AC500V 1分間
絶縁抵抗 DC外部端子一括アース間DC500V

絶縁抵抗計にて10M以上
ユニット電
源*3

電圧 DC24V(リップル率5%以内)(許容電圧範囲DC20.4V~28.8V)
電流 100mA 90mA

質量 160g

項目 FA3-AT1C8X
局種別 リモートデバイス局
CC-Linkバージョン Ver.1.10
占有局数 2局
アナログ
入力

電圧 DC1~5V

デジタル出力 -384~16383
入出力特性*1 アナログ入力レンジ: 1~5V

デジタル出力: 0~16000
精度*1 周囲温度0~55: 0.3%(48digit)

周囲温度255: 0.1%(16digit)
最大分解能: 0.25mV
(デジタル出力値の最大値に対する精度)

最大変換速度 1ms/チャンネル
絶対最大入力 電圧: 15V
アナログ入力点数 8チャンネル/ユニット
絶縁 絶縁方式 通信系-アナログ入力一括: デジタルアイソレータ

電源系-アナログ入力一括: トランス絶縁
電源系-通信系: トランス絶縁
アナログ入力間: 非絶縁

絶縁耐圧 AC500V 1分間
絶縁抵抗 DC500V絶縁抵抗計にて5M以上

ユニット
電源*3

電圧 DC24V(リップル率5%以内)(許容電圧範囲DC20.4V~28.8V)
電流 120mA

質量 170g
 FA3-AT1C8Y(アナログ出力タイプ)

 共通項目

*1 入出力変換特性と精度については，CC-Link対応インタフェースユニットユー
ザーズマニュアル(詳細編)を参照してください。

*2 端子台への配線は，1つの配線挿入口につき1本のみで，複数配線はできません。
2本以上の電線を差し込んだ場合，接触不良となる可能性があります。

*3 UL508の電圧・電流制限回路(LVLC)に適合した電源，またはSELV(Safety Extra-
Low Voltage)回路とLIM(Limited Energy Circuit)回路に準拠した電源を使用してく
ださい。

接続可能機器
CC-Link対応インタフェースユニットに接続可能な機器を示します。

FA3-TH接続可能機器

項目 FA3-AT1C8Y
局種別 リモートデバイス局
CC-Linkバージョン Ver.1.10
占有局数 2局
デジタル入力 0~16000
アナログ出力 DC1~5V(外部負荷抵抗: 10k以上)
入出力特性*1 デジタル入力値: 0~16000

アナログ出力レンジ: 1~5V
精度*1 周囲温度0~55: 0.3%(12mV)

周囲温度255: 0.1%(4mV)
最大分解能: 0.25mV
(アナログ出力値の最大値に対する精度)

最大変換速度 1ms/チャンネル
出力短絡保護 あり
絶対最大出力 +5V
アナログ出力点数 8チャンネル/ユニット
絶縁 絶縁方式 通信系-アナログ出力一括: デジタルアイソレータ

電源系-アナログ出力一括: トランス絶縁
電源系-通信系: トランス絶縁
アナログ出力間: 非絶縁

絶縁耐圧 AC500V 1分間
絶縁抵抗 DC500V絶縁抵抗計にて5M以上

ユニット
電源*3

電圧 DC24V(リップル率5%以内)(許容電圧範囲DC20.4V~28.8V)
電流 120mA

質量 170g

項目 FA3-TH1C16XC，FA3-TH1C16Y，FA3-TH1C16YE，
FA3-AT1C8X，FA3-AT1C8Y

適用DINレール TH35-7.5Fe，TH35-7.5Al (JISC2812に準拠)
外部接続
方式

通信部 通信用端子台(2ピーススプリングクランプ端子台)
ユニット電源部 ユニット電源・FG用端子台(2ピーススプリングクラン

プ端子台)
CC-Linkシ
ステム用
端子台*2

接続ケーブル CC-Link専用ケーブル
適合圧着端子 CC-Link専用ケーブルの圧着端子

ユニット
電源・FG
用端子台*2

適合電線サイズ ユニット電源・FG用電線
適合圧着端子 ユニット電源・FG用電線の圧着端子

外形寸法 H(高さ): 105mm，W(幅): 40mm，D(奥行き): 70mm
(突起形状含まず)

適用ユニット 接続可能機器
FA3-TH1C16XC
(入力タイプ)

FA-TH16XRA20S，FA-TH16X100A31，FA-TH16X200A31，
FA-TH16X24D31，FA-TH16X100A31L，FA-TH16X200A31L，
FA-TH16X24D31L，FA-TH16X48D31L，FA-TH16X100D31L

FA3-TH1C16Y
(シンク出力タイプ)

FA-TH16YRA11，FA-TH16YRA11S，FA-TH16YRA20，
FA-TH16YRA20S，FA-TH16YRA20SL，FA-TH16YRA21，
FA-TH16YRA21S，FA-TH16YRAC20S，FA-TH16YRAB20SL，
FA-TH16YSR11S，FA-TH16YSR20S，FA-TH16YSR21S，
FA-TH16YTL11S，FA-TH16YTL21S，FA-TH16YTR20S，
FA-TH16Y2TR20，FA-TH16YTH11S，FA1-TH16Y2RA20S1E，
FA1-TH16Y1SR20S1E，FA1-TH16Y1TR20S1E，
FA1-TH16Y2SC20S1E

FA3-TH1C16YE
(ソース出力タイプ)

FA-THE16YTR20S，FA-THE16YTH11S，
FA1-TH1E16Y2RA20S，FA1-TH1E16Y2RA20S1E，
FA1-TH1E16Y1SR20S1E，FA1-TH1E16Y1TR20S1E，
FA1-TH1E16Y2SC20S1E
FA3-AT接続可能機器

接続可能機器の外部供給電源には，UL508の電圧・電流制限回路(LVLC)に適合した電
源，またはSELV(Safety Extra-Low Voltage)回路とLIM(Limited Energy Circuit)回路に準
拠した電源を使用してください。
信号スルーモジュールは使用できません。
接続可能機器の追加情報は，当社FA関連製品webサイト(MEEFAN)をご確認ください。

各部の名称

*1 設定方法は，CC-Link対応インタフェースユニットユーザーズマニュアル(詳細編)
を参照してください。

適用ユニット 接続可能機器
FA3-AT1C8X
(アナログ入力タイプ)

FA-ATB8XTB FA-ATSVM1XV05，FA-ATSVM1XV15，FA-
ATSVM1XV1010，FA-ATSVM1XA420，FA-
ATSVM1XD，FA-ATSVM1XRPT，FA-
ATSVM1XRPT0010，FA-ATSVM1XRPT0020，
FA-ATSVM1XRJPT，FA-ATSVM1XTB，FA-
ATSVM1XTR，FA-ATSVM1XTS，FA-
ATSVM1XTK，FA-ATSVM1XTK0040，FA-
ATSVM1XTK0060，FA-ATSVM1XTK0080，
FA-ATSVM1XTE，FA-ATSVM1XTJ，FA-
ATSVM1XTT，FA-ATSVM1XTN，FA-
ATNDM5

FA3-AT1C8Y
(アナログ出力タイプ)

FA-ATB8YTB FA-ATSVM1YV05，FA-ATSVM1YV15，FA-
ATSVM1YV010，FA-ATSVM1YV1010，FA-
ATSVM1YA020，FA-ATSVM1YA420，FA-
ATNDM5

番号 名称 内容
(1) 運転状態

表示用LED
PW LED 点灯: 電源ON時

消灯: DC24V電源断
RUN LED
(FA3-ATのみ)

点灯: 正常動作中
点滅(0.5s間隔): 平均値設定(回数，時間)エラー
消灯: ウォッチドッグタイマエラー

L RUN LED 点灯: 交信正常時
消灯: 交信断時(タイムオーバエラー )

L ERR. LED 点灯: 伝送速度設定または局番設定が範囲外
一定間隔で点滅: 伝送速度設定または局番設定を

電源ON時から変化させた
不定間隔で点滅: 終端抵抗を付け忘れている，ま

たはユニット，CC-Link専用ケーブルがノ
イズの影響を受けている

消灯: 交信正常時
(2) 伝送速度設定スイッチ 伝送速度を設定します。*1
(3) 局番設定スイッチ 局番を設定します。*1
(4) ユニット電源・FG用端子台 ユニット電源(DC24V)およびFGを接続する端子

台です。
(5) CC-Linkシステム用端子台 CC-Linkシステム接続用の端子台です。
(6) デジタル信号変換器(ターミ

ナルユニット)またはアナロ
グ信号変換器用コネクタ

デジタル信号変換器(ターミナルユニット)また
はアナログ信号変換器接続用コネクタです。

(7) DINレール取付け用フック DINレールにD/A変換ユニットを取り付けるため
のフックです。

(8) ネジ取付け用固定具用差込
み口

ネジ取付け用固定具を取り付ける差込み口で
す。

(1)

(2)

(3)

(5)

(4)

(6)

(1)

(2)

(3)

(5)

(4)
(6)

(7)(7)

FA3-AT1C8Xの場合FA3-TH1C16XCの場合
(8)側面(8)側面

(8)側面(8)側面
CC-Link対応インタフェースユニットの取付け
CC-Link対応インタフェースユニットは，DINレールまたはねじ取り付け用固定具に
て5方向に取付けが可能です。(天井取付けはできません。)
CC-Link対応インタフェースユニットを制御盤などに取り付ける場合，操作性，保守
性，耐環境性を十分に考慮し，ユニット周囲と構造物や隣接するユニット(デジタル
信号変換器(ターミナルユニット)およびアナログ信号変換器を除く)とは，下記の距離
を設けてください。

専用ケーブルを使用する場合

(単位: mm)

信号変換器接続延長用ケーブルを使用する場合

(単位: mm)

DINレールへの取付け
• DINレールはTH35-7.5Fe，TH35-7.5Al (JIS C 2812準拠)を使用してください。
• DINレールは，200mm以下の間隔で取付けネジを締めてください。
 取付け手順

 取りはずし手順

ユニットの上側の固定ツメをDINレールにか
け，ユニットをDINレールに押し付けるよう
にはめ込みます。

フックにマイナスドライバを差し込み，ユ
ニット下部の突起(1)をマイナスドライバの支
点にしてフックを引き，DINレールから取り
はずします。

70 (3.5)

20以上

30以上

52以上
125.5以上

25以上

25
以上

70 (3.5)
52以上

125.5以上

25以上

25
以上

20以上

30以上

(1)



ネジ取付け用固定具の取付け
 取付け手順

デジタル信号変換器(ターミナルユニット)およ
びアナログ信号変換器との接続
FA3-THとデジタル信号変換器(ターミナルユニット)，またはFA3-ATとアナログ信号
変換器との配線は，インタフェースユニット用ケーブルにて接続します。コネクタ
の切り欠きを合わせ，インタフェースユニット用ケーブルのコネクタをユニットの
コネクタに押し込みます。コネクタは奥まで挿入し，確実に固定してください。
インタフェースユニット用ケーブルには電気的な接続極性はありません。

インタフェースユニット用ケーブル
CC-Link対応インタフェースユニットと，接続可能機器を接続するインタフェースユ
ニット用ケーブルを示します。

専用ケーブルを使用する場合

アナログ信号変換器の場合，専用ケーブルをCON1に接続してください。

信号変換器接続延長用ケーブルを使用する場合

アナログ信号変換器の場合，信号変換器接続延長用ケーブルをCON1に接続してくだ
さい。
*1 ケーブルのFG線は，下記のとおりに配線してください。
FA3-THの場合: 盤に接地しないよう，浮かせてください。(両端)
FA3-ATの場合: 盤に接地してください。(両端)

ネジ取付け用固定具の突起部をユニットの差
込み口に合わせて，ネジ取付け用固定具を上
方向に斜めにして，突起部をユニットに挿入
します。
ネジ取付け用固定具を挿入したら，カチッと
音がするまで矢印方向に押してください。

M4ネジを2か所，締付けトルク
0.82~1.11Nmの範囲で締めて，制御盤など
に取り付けてください。

品名 形名 長さ 内容
専用ケーブル  85mm 本ユニットの形名末尾に

「-01C」が付加されたセッ
ト形名に同梱

信号変換器接続延長
用ケーブル

FA3-CB2L10MM1H20 1.0m 別売り品
FA3-CB2L20MM1H20 2.0m
FA3-CB2L30MM1H20 3.0m

FGFG

*1 *1
CC-Link専用ケーブルと電線
CC-Link専用ケーブル
使用可能なCC-Link専用ケーブルを示します。
• CC-Link専用ケーブル(Ver.1.00対応) (FANC-SB，FA-CBL200SB)
• CC-Link専用高性能ケーブル(Ver.1.00対応) (FANC-SBH，FA-CBL200SBH)
• Ver.1.10対応CC-Link専用ケーブル(FANC-110SBH，CS-110，FA-CBL200PSBH)

ユニット電源・FG用電線
ユニット電源とFGに接続する電線を示します。

フェルール型圧着端子

フェルール型圧着端子と圧着工具の紹介品を示します。

CC-Link専用ケーブルの圧着端子

ユニット電源・FG用電線の圧着端子

線径 種類 材質 温度定格
0.14~1.5(AWG26~16) より線または単

線
銅線 75以上

電線の先端から被覆を剥き，はく離部分にフェルール型
圧着端子を取り付けてください。被覆を剥ぐ長さは，使
用するフェルール型圧着端子の仕様を確認してくださ
い。
電線はく離長さが長すぎると，導電部がコネクタ前面に
はみ出すため，感電および隣接する端子間で短絡の恐れ
があります。電線はく離長さが短すぎると，接触不良と
なる恐れがあります。

形名(スリーブ長) 対象電線 圧着工具 お問い合わせ先
AI 0.5-10 WH(10mm)
AI 0.5-8 WH(8mm)

信号線 CRIMPFOX6 フエニックス・
コンタクト株式
会社AI 2.5-10 BU(10mm)

AI 2.5-8 BU(8mm)
シールド線

216-201(8mm) 信号線 206-1204 ワゴジャパン株
式会社

形名(スリーブ長) 適合電線サイズ 圧着工具 お問い合わせ先
AI 0.34-10 TQ(10mm)
AI 0.34-8 TQ(8mm)

0.34(AWG22) CRIMPFOX6 フエニックス・
コンタクト株式
会社AI 0.5-10 WH(10mm)

AI 0.5-8 WH(8mm)
0.5(AWG20)

A 0.5-10(10mm)
A 0.5-8(8mm)

0.5(AWG20)

A 0.75-10(10mm)
A 0.75-8(8mm)

0.75(AWG18)

A 1-10(10mm)
A 1-8(8mm)

1.0(AWG18)

A 1.5-10(10mm) 1.5(AWG16)
216-302(8mm) 0.34(AWG24~22) 206-1204 ワゴジャパン株

式会社216-201(8mm) 0.5 (AWG22~20)
CC-Link専用ケーブルの配線
CC-Link専用ケーブルの接続例を示します。

• CC-Link専用ケーブルのシールド線の両端は，各ユニットのSLDに接続しFGを経由
してD種接地(第三種接地)してください。SLDとFGはユニット内部で接続されてい
ます。

• データリンク上の両端のユニットには，必ずDA-DB間に終端抵抗を接続してくださ
い。終端抵抗は，マスタユニット，CC-Link対応インターフェースユニットに付属
しています。

• Ver.1.10対応CC-Link専用ケーブル，CC-Link専用ケーブル(Ver.1.00)，CC-Link専用高
性能ケーブル(Ver.1.00)の各ケーブルは混在できません。混在した場合，正常な
データ伝送ができなくなる場合があります。また，ケーブルの種類にあわせた終端
抵抗をつけてください。

• CC-Linkケーブルの加工，敷設などにつきましては，CC-Link協会発行のCC-Link敷
設マニュアル(CC0811-05)を参照してください。

電線の取付け
あらかじめシステムで使用している外部供給電源が全相遮断してあるか確認してく
ださい。
電線を電線挿入口に挿入し，押し込んでください。押し込んだ後，電線を軽く引っ
張り，確実にクランプしていることを確認してください。
配線上の注意事項については，CC-Link対応インタフェースユニットユーザーズマ
ニュアル(詳細編)を参照してください。

外形寸法図
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商標
MEEFANは，三菱電機エンジニアリング株式会社の登録商標です。
MELSEC，GX Worksは三菱電機株式会社の日本における登録商標です。
本文中における会社名，システム名，製品名などは，一般に各社の登録商標または
商標です。
本文中で，商標記号(，)は明記していない場合があります。

保証について
ご使用に際しましては，以下の製品保証内容をご確認いただきますよう，よろしく
お願いいたします。
1. 無償保証期間と無償保証範囲
無償保証期間中に製品に当社側の責任による故障や瑕疵(以下併せて「故障」と呼び
ます)が発生した場合，当社はお買い上げいただいた販売店を通してご返却いただき，
無償で製品を修理させていただきます。
【無償保証期間】
製品の無償保証期間は，お客様にてご購入後またはご指定場所に納入後1年間とさせ
ていただきます。
ただし，当社製品出荷後の流通期間を最長6ヶ月として，製造から18ヶ月を無償保証
期間の上限とさせていただきます。
また修理品の無償保証期間は，修理前の保証期間を超えて長くなることはありませ
ん。
【無償保証範囲】
使用状態，使用方法および使用環境などが，取扱説明書，ユーザーズマニュアル，
製品本体注意ラベルなどに記載された条件，注意事項などに従った正常な状態で使
用されている場合に限定させていただきます。
2. 生産中止後の有償修理期間
(1)当社が有償にて製品修理を受け付けることができる期間は，その製品の生産中止
後7年間です。生産中止に関しましては，販売店経由にて連絡いたします。
(2)生産中止後の製品供給(補用品も含む)はできません。
3. 機会損失，二次損失などへの保証責務の除外
無償保証期間の内外を問わず，当社の責任に帰することができない事由から生じた
損害，当社の製品の故障に起因するお客様での機会損失，逸失利益，当社の予見の
有無に問わず特別の事情から生じた損害，二次損害，事故補償，当社製品以外への
損傷およびその他の業務に対する保証については，当社は責任を負いかねます。
4. 製品仕様の変更
カタログ，マニュアルもしくは技術資料に記載されている仕様は，お断りなしに変
更される場合がありますので，あらかじめご承知おきください。

インターネットによる情報サービス
当社FA関連製品webサイト(MEEFAN)では，マニュアルやCSP+，CADデータがダウン
ロードできます。
www.mee.co.jp/sales/fa/meefan

オペレーションに関するお問い合わせは
名古屋事業所 FA機器開発第一課
TEL: 052-723-8058 FAX: 052-723-8062
受付 9:00~12:00，13:00~17:00 月曜~金曜
（土・日・祝日，春季・夏季・年末年始の休日を除く通常業務日）

この印刷物は2020年6月の発行です。
なお，お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。

2020年6月作成
50D-FG0369-A

禁無断転載
本説明書の一部または全部を当社に断りなく，いかなる形でも転載または複製することを
堅くお断りします。
©2020 MITSUBISHI ELECTRIC ENGINEERING COMPANY LIMITED ALL RIGHTS RESERVED
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TEL (03)3288-1103
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(中部・北陸地区担当)

〒450-0002 名古屋市中村区名駅2-45-7 
(松岡ビルディング10F)

TEL (052)565-3435
FAX (052)541-2558

西日本営業支社
(近畿地区担当)

〒530-0003 大阪市北区堂島2-2-2 
(近鉄堂島ビル 7F)

TEL (06)6347-2926
FAX (06)6347-2983

中四国支店
(中国・四国地区担当)

〒730-0037 広島市中区中町7-32 
(ニッセイ広島ビル)

TEL (082)248-5390
FAX (082)248-5391

九州支店
(九州地区担当)

〒810-0001 福岡市中央区天神1-12-14 
(紙与渡辺ビル)

TEL (092)721-2202
FAX (092)721-2109

検  索MEEFAN


